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１ 都市機能の集積状況及び周辺町の利用状況 

（１）松阪市における都市機能の集積状況 

 本市は、古くから中南勢地域の中心都市として発展してきたことから、住民の快適

な生活や、地域経済の発展に係る都市機能が集積しており、定住自立圏の中心市とし

ての役割を果たすための機能が整っていると言えます。本市の行政及び民間分野にお

ける都市機能の集積状況は次のとおりです。 
 

分野 都市機能 施設名等 

医療 
総合病院 
（二次救急指定病院） 

（公立）松阪市民病院 
（民間）松阪中央総合病院、済生会松阪総合病院 

休日・夜間診療 松阪市休日夜間応急診療所、松阪市歯科休日応急診療所 

福祉 

高齢者福祉施設 
養護老人ホーム 2 か所、有料老人ホーム 10 か所、特別養

護老人ホーム 9 か所、特別養護老人ホーム（地域密着型）

3 か所 
障がい者施設 障害者福祉センター 

健康増進施設 1 か所（厚生労働省認定の運動型健康増進施設） 

保育施設 公立 22 か所、私立 14 か所 

教育 

文化 

スポーツ 

大学 三重中京大学（※平成 25 年 3 月末日をもって閉学の予定） 

高等学校 
（県立）松阪高等学校、松阪工業高等学校、松阪商業高 

等学校、飯南高等学校  
（私立）三重高等学校 

専門学校 松阪看護専門学校、さわやか福祉専門学校 

専修学校 三重県農業大学校 

文化施設 文化会館等 4 か所 

スポーツ施設 中部台運動公園、阪内川スポーツ公園 他 

 

 

 

観光 

娯楽 

 

交流拠点施設（道の駅） 飯高駅、茶倉駅 

農業公園 松阪農業公園ベルファーム 

都市公園 松阪公園（松坂城跡）、鈴の森公園 他 

史跡・文化財等 松坂城跡、御城番屋敷、本居宣長旧宅、宝塚古墳 他 

資料館 
歴史民俗資料館、松阪商人の館、本居宣長記念館、松阪市

文化財センター はにわ館、小津安二郎青春館、松浦武四

郎記念館、嬉野考古館（嬉野ふるさと会館） 
レジャー施設 松阪競輪場 

 

 

商業 

大型商業施設 
（平成 23 年 4 月 1 日現在） 

店舗面積 1,000 ㎡以上 35 店舗 
（うち 10,000 ㎡以上は 4 店舗） 

金融 

機関等 

銀 行 ・ 信 用 金

庫・労働金庫等 
本店 2 か所、支店 33 か所（出張所含む） 

郵便局 41 か所（簡易郵便局含む） 

ＪＡ（本・支店） ＪＡ松阪 16 か所、一志東部農協 3 か所 
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分野 都市機能 施設名等 

 

 

交通 

 

鉄道駅 ＪＲ東海 5 か所、近鉄 7 か所 

道路 （高速道路）伊勢自動車道 
（国道）23 号、42 号、166 号 他 

バス（本市と周辺町を結

ぶ路線） 
路線バス 3 系統、南紀特急バス 

航路 松阪ベルライン（松阪港－津新港－セントレア） 

国・県・

広域行政

機関等 

国関係 
松阪税務署、松阪労働基準監督署、津地方法務局松阪支局、

松阪公共職業安定所、津地方裁判所松阪支部、津地方検察

庁松阪支部 

県関係 三重県松阪庁舎（松阪県民センター他）、三重県地方卸売

市場、三重県松阪食肉公社 他 
警察 松阪警察署 

消防 松阪地区広域消防組合 

その他広域行政機関 松阪地区広域衛生組合 

 
 
（２）周辺町の利用状況 

 ① 中核的な医療機能 

  本市における救急医療体制は、救急指定病院及び災害指定病院の指定を受けた松

阪市民病院、松阪中央総合病院、済生会松阪総合病院の 3 か所の総合病院が、圏域

の医療拠点としての役割を担っており、住民の安全で安心な暮らしを支えています。 
 
■松阪市民病院の利用状況（平成 22 年度） （単位：人）

 患者数 

松阪市 多気町 明和町 大台町 その他 計 

外来患者数 113,619 6,836 3,454 3,072 16,715 143,696 

入院患者数   3,842  ,266  ,198  ,192   ,915   5,413 

休日・夜間   2,679  ,302  ,146   ,55   ,471   3,653 

救急搬送者   1,605  ,131  ,125   ,55   ,267   2,183 
※松阪市民病院提供資料より 

 

■松阪市休日夜間応急診療所の利用状況（平成 22 年度） （単位：人）

 松阪市 多気町 明和町 大台町 その他 計 

患者数 9,743 662 636 163 1,061 12,265 
※松阪市保健部健康推進課資料より 
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②教育機能 

  本市には高等教育機関として、圏域唯一の大学である三重中京大学のほか、県立

高校が 4 校、私立高校が 1 校あり、圏域を含め周辺市町から多数の学生が通学して

います。（※三重中京大学は、平成 25 年 3 月末日をもって閉学の予定です。） 
 

■三重中京大学の学生数（平成 23 年 5 月 1 日現在） （単位：人）

 松阪市 多気町 明和町 大台町 その他 計 

学生数 82 4 4 1 148 239 
※三重中京大学提供資料より（平成 23 年 5 月 1 日現在、在籍学生は 1 学部 3、4 年のみ） 

 

■市内高等学校の生徒数（平成 23 年 5 月 1 日現在） （単位：人）

学校名 松阪市 多気町 明和町 大台町 その他 計 

県立 

松阪高等学校 543 48 73 40 250 954 

松阪工業高等学校 452 27 44 12 166 701 

松阪商業高等学校 315 21 50 19 182 587 

飯南高等学校 195 29 1 0 1 226 

私立 三重高等学校 967 46 49 26 516 1,604 

※各高等学校提供資料より 

 
 
③商工業機能 
  ＪＲ松阪駅前にはベルタウンをはじめとする駅前商店街が軒を並べ、市内各所に

大手スーパーや家電量販店、ファミリーレストランなどの店舗や、多数の郊外型大

型商業施設が立地しており、圏域の住民の暮らしを支えています。 
  また、松阪港周辺や松阪中核工業団地などには、大手企業の工場が多数立地して

おり、産業の振興と、本市や周辺市町の雇用促進に繋がっています。現在、新たに

開発された西野工業団地や天花寺工業団地などへの企業誘致が進められており、今

後の産業活性化が期待されています。 
 
■本市の商業の概要 

 商店数 従業者数（人） 年間商品販売額（百万円） 

卸売業 1,470  3,392 208,151 

小売業 1,702 10,733 178,958 
※平成 19 年商業統計調査より 
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■本市の工業の概要 

事業所数 従業員数（人） 製造品出荷額等（万円）

379 14,171 41,478,203 
※平成 21 年工業統計調査より 

 
 
④交通 

  市内を走る国道 23 号（中勢・南勢バイパス）、42 号及び 166 号や、高速道路の

伊勢自動車道と、これに接続する紀勢自動車道によって周辺町と結ばれており、圏

域の交通の結束点として、物流や交流の中心的役割を果たしています。 
  鉄道はＪＲ紀勢本線、近鉄山田線が通り、また南紀特急バスや、中部国際空港と

松阪港を結ぶ高速船「松阪ベルライン」など、圏域と名古屋・大阪圏へのアクセス

の中継点としての役割を担っており、南三重の玄関口として、人や物のネットワー

クに寄与しています。 
 
■市内主要駅の利用者数（平成 22 年度） （単位：人） 

 ＪＲ松阪駅 近鉄松阪駅 近鉄伊勢中川駅 

利用者数 614,420 2,378,705 1,288,085 
※東海旅客鉄道及び近畿日本鉄道提供資料より（近鉄は 1 日平均利用者数に 365 日を乗じた数） 
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２ 想定される周辺町と連携する具体的事項 

 圏域での定住促進と地域の自立を図ることを目的に、本市と周辺町が連携して取り

組むことを想定している具体的な事項は次のとおりです。 
 

視点 政策分野 取組内容 

生 活 機 能

の強化 

医療 

松阪市休日夜間応急診療所や地域の医療機関との連携による一

次救急医療体制の維持と充実に関する取組 
市内三大総合病院の病院群輪番制による二次救急医療体制の維

持に関する取組 
住民の健康づくりや予防接種等保健衛生に関する取組 
介護保険の要介護認定等に係る審査の充実に関する取組 

福祉 病児・病後児保育への広域的な環境整備と支援に関する取組 

教育 
児童生徒への結核感染予防と早期発見、治療に向けた広域的な

連携に関する取組 

産業振興 
企業誘致や工場用地の確保、企業間交流、人材育成等の広域的

な連携に関する取組 
就労支援のための広報活動と情報収集の広域化に関する取組 

環境 不法投棄防止への監視体制の強化と啓発に関する取組 
その他 その他、生活機能の強化に関する取組 

結 び つ き

や ネ ッ ト

ワ ー ク の

強化 

交通インフラ

の整備 
圏域内の国道及び県道の整備促進と主要幹線道路や生活道路の

整備に関する取組 
地域内外の住

民との交流・

移住促進 
観光ネットワークの構築による観光戦略の広域化に関する取組 

その他 その他、結びつきやネットワークの強化に関する取組 
圏 域 マ ネ

ジ メ ン ト

能 力 の 強

化 

圏域内市町村

の職員等の交

流 

職員の資質向上及び圏域マネジメント能力の強化のための合同

職員研修の実施に関する取組 

その他 その他、圏域マネジメント能力の強化に関する取組 
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３ 本市への通勤通学の状況 

 本市へは、周辺町から多数の住民が通勤・通学しており、中南勢地域における産業

と教育の中心的役割を果たしています。 
 
■本市との連携が想定される周辺町の通勤通学割合 

 通勤通学割合 

［Ａ／Ｂ］ 

本市に対して通勤通学する就業

者及び通学者数［Ａ］（人） 

常住する就業者数及び通

学者数［Ｂ］（人） 

多気町 0.3295 2,466  7,483 

明和町 0.2485 2,731 10,989 

大台町 0.1659  ,810  4,880 
※平成 17 年国勢調査より（常住する就業者は自宅従業者を除く） 

 なお、上記 3 町のほか、度会郡玉城町及び大紀町が、定住自立圏構想推進要綱に規定する「通勤通学割合 0.1 

以上」に該当している。（玉城町：0.1366、大紀町：0.1148） 

 
 

４ 本市及び連携が想定される周辺町の人口の状況 

 本市及び多気町、明和町では、これまで大規模団地の造成や大手企業の立地に伴っ

て人口は増加傾向にありましたが、近年の景気低迷と少子高齢化の進展により、平成

22 年には本市及び多気郡 3 町の総人口は減少に転じています。今後は、人口減少が

さらに進むことが想定されます。 
 
■人口の推移 （単位：人）

 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 

松阪市 153,185 158,155 159,625 163,131 164,504 168,973 168,146

多気町  16,054  16,174  15,691  15,644  16,149  15,793  15,436 

明和町  19,504  20,724  21,484  21,853  22,300  22,618  22,834 

大台町  13,172  12,982  12,144  11,758  11,399  11,099  10,419 

計 201,915 208,035 208,944 212,386 214,352 218,483 216,835

増加率 － 3.03 0.43 1.64 0.92 1.92 -0.99 
※各年国勢調査より 
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